
企業の給与計算と
勤怠管理：
システム導入ガイド
                  一貫性ある給与計算サービスを
世界で提供しています
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はじめに

優れた給与計算プロバイダーとの連携

グローバル企業は、世界の各地域で展開する
人材を管理する上で、さまざまな課 題に直面
しています。その中で重要なものは、給与計算
業務を可視化することです。コンプライアンス
を遵守した人件費の管理、さらには従業員一
人ひとりに向けた一貫した給与計算エクスペ
リエンスを創出することが求められています。

人件費は、多くの企業にとって、最も管理しや
すい費用の一つです。しかし、給与計算業務
や人事システムが各 拠点で異なる場 合、複 数
の事業管轄地域にまたがる関連費用の管理
には困難が伴います。また、給与計算のための
リソースは不足しがちで、その予算は変動し、ま
た、法規制も地域によって大きく異なります。し
かし、課題が明らかにされている一方で、買収
で成長を続ける企業の大多数では、パッチワ
ーク手法の事業運営に終始しているようです。

グローバル・ペイロール・アソシエーション
（Global Payroll Association）によると、2021
年の調査では、回答のあった企 業の約2 2 %
が 1 0 社 以 上の 給 与 計 算プロバイダーを 利
用しており、70%がグローバルレポートにまと
めるのに1日以上を要すると報告しています¹。

「当社の事業規模は80億
ドルですが、3つの個別ソ
リューションを持つことは
リスクが大き過ぎると気づ
きました。給与計算を含
め、コンプライアンスを遵
守しない企業が新規業務
を獲得することはできない
からです。」²

SPIRIT’S HRシェアードサービス社シニアマネージ
ャー、ジェームス・ブレネイス（JAMES BRENNEIS）
氏

複数の国で事業を展開する企業にとり、異なる
給与計算ベンダーによる個々のサービスをワン
システムに統合することは、多くのメリットをも
たらします。コンプライアンスの遵守と効率性
への投資は、シェアードサービスとしての給与
計算の役割においてグローバルなセンター・オ
ブ・エクセレンスを実現することにも役立ちます。

グローバルな給与計算システムを提供するひとつ
のソリューションへの投資は、非常に有効な手段
です。しかし、目標達成をサポートしてくれるベン
ダーをどのように見つければよいのでしょうか。ベ
ンダーには、複数の国で給与計算を管理するとい
う企業の抱える特殊な課題への理解が求められ
ます。また、迅速かつ柔軟で拡張性に富んだ、ビ
ジネスに応じたソリューションも必要とされます。

本 ガ イド は 、グ ロ ー バ ル な 給 与 計 算 業
務 ベンダーを評 価 するフレ ームワークとし
て、また、目標と期待に沿いつつ社内関係者
との調整の一助となるよう、編集したものです。

次のような課題を解決する際に本ガイドをお役
立てください。

• グローバル給与計算ソリューションの戦略的
評価

• 異なるソリューションが提供する主なメリット
と価値の把握

• ベンダーへの的確な質問

• チームでの導入計画策定

• パートナーとして最適なベンダーを決定

それでは、お客様に最適な給与計算ソリューシ
ョンを見つけるために、詳しく見ていきましょう。
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「以前までのオペレーショ
ンは高リスクで運用されて
いました。人的コストとシ
ステムコストが膨大な額に
及んでいたのです。」³

エッセントラ社（ESSENTRA）人事部長 レイチェル・
マンドレー（RACHEL MANDLEY）氏
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開始するにあたって

グローバル給与計算で直面する多くの課題 

グローバ ル 企 業 で は 、従 業 員の 勤 怠 管 理
や 報 酬 の 支 払い など、日常 業 務 の可 視 化
が 求められています。企 業 が 拡 大 するにつ
れ 、全 世界の従 業員の労 働時間と報 酬を把
握することは、一層複雑になってきています。

また、異なるベンダーと協働することで、可視
化が失われてしまう場合もあります。国の規制
遵守と個人情報保護の二つの観点からも、各
地域のコンプライアンス状況の把握が困難に
なります。さらには、様々なベンダーが介在する
ことで、勤怠管理業務を同期、サポート、統合
するための複数のソリューションが混在し、時
間と労力の浪 費にもつながってしまいます。

この状況に対処するためには、合理的なプロセ
スを導入し、従業員データの品質とグローバル
アクセスを向上させる必要があります。この給与
計算戦略を有効なものとするには、まず、すべ
ての事業地域のデータをリアルタイムで把握す
ることから始めます。これにより、古いデータに
基づいた間違った給与情報のレポーティングを
排除できます。統合レポーティングシステムを
備えたひとつのグローバル給与計算エクスペ
リエンスを活用することで、事業の効率性と優
れた意 思決 定を推 進させることができます。

EYのグローバル給与計算
調査では、回答者の60％
が、グローバルな給与計算
モデルが組織に大きなメ
リットをもたらすことにつ
いて、同意するまたは強く
同意すると回答していま
す。」4

給与計算ソリューションにより実現できることは
何か？ 

ひとつの拡張的ソリューションに投 資すること
で、組織はビジネスに重要な価値を具体化させる
ことができます。一元化された給与計算ソリューシ
ョンは、オペレーション上のプロセスを改善し、IT
システムのメンテナンス負荷を軽減することに役
立ちます。また、すべての事業地域の可視化、人件
費管理、データ連結の強化を可能としてくれます。
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データの正確性向上

適切な給与計算ソリューションを活用すること
で、企業はデータに基づいたグローバルな意思
決定を行うことができます。給与計算の運用に
多くのベンダーが介在することで、データの一貫
性が失われ、遅延と、事務的ミス発生の原因とな
り、組織全体のコストに影響を与えてしまいます。

手軽な拡張性と、優れたコスト効率

異 なる記 録 システムを複 数のベンダー間で
連携させる場 合、不 確定要素を生じさせてし
まうことがあります。また、運 用プロセスの
標 準 化がなければ 、新 たな買収のたびにレ
ポーティング、統 合 化 、サポートに非 効率性
が 発 生し、グローバル・エクスペリエンスの
一貫 性 が 失われてしまう可能 性もあります。

最新の給与計算ソリューションを導入すること
は、バックオフィス機能や雇用者と従業員間の業
務処理にとどまりません。給与計算能力の拡張
性は組織に真に重要な価値をもたらしてくれます。

一元管理システムの導入により、グローバル監
査をより効率的に実施することができます。ま
た、シームレスなレポーティングは地域レベル
でのより深いインサイトを提示してくれます。事
後 対 応 型 から事 前 対 応 型 へ の戦 略 変 更に
より、人件費の抑制、課 題の特定、グローバ
ルレポーティングの統合を支援していきます。

法規制に対応し、給与計算と税務コンプライア
ンスをサポート

事業地 域により異なる法 規制への継 続的対
応には、フルタイムの業務 体制が必要となる
ため、社内ポリシーにも考慮する必要がありま
す。また、コンプライアンス遵守とリスク管理
を継 続するためには、企 業や組 織 全 体の管
理フレームワークを構築する必要もあります。

より深いインサイトで、より優れた人件費管理を
実現

給与計算システムには、人件費以外の可視化も求
められます。そのためには無駄に配分されたリソー
スや予算変動の要因の特定が求められます。統
合的な記録システムの導入なしでは、給与計算
システムが支出超過をコントロールできず、結果
として財務目標が達成できない場合があります。

十分な情報を得た労務決定で、企業目標を達成

オ ペ レ ー ション コ スト を 抑 制 す るた め に
は 、組 織 全 体の正 確 なデータ収 集とレポー
ティングにより、事業地域での報告義務を維
持 する必 要があります。主要 なステークホ
ル ダー に 向 け てグロー バ ル に 可 視 化 され
た予算情 報を提 供 することは 、成 長 決 定を
促し、利益増加と損 失回避にも役立ちます。
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「当社は従業員と個別に
組合契約を締結している
ため、380以上の賃金形態
が存在しています。本社チ
ームはグローバルサイトの
給与計算情報を可視化で
きず、リスクにさらされてい
ました。」⁵

スピリット・エアロシステムズ社 
（SPIRIT AEROSYSTEMS）



グローバル給与計算ソリュー
ションに求められるもの

チームに最適なソリューションとはどのようなも
のでしょうか？多様性を有した大規模な従業
員管理においては、柔軟な拡張性と、従業員と
給与計算担当者への優れたエクスペリエンスの
提供といった、シームレスなソリューションの構
築がグローバルリーダーに求められています。

グローバル給与計算プロバイダーの評価で重要
となる属性

1. 拡張性

2. 一元化されたデータ・インフラ

3. 継続的計算機能

4. コンプライアンスのサポート機能

5. 従業員中心の仕組み

機能、人、プロセスの拡張的インフラ

将 来 的成 長を重 視する場 合は 、データを一
元 化し 、費 用 対 効 果 に優 れ た 方 法 で 組 織
によるシステム進化を実現できます。インフラ
統 合で I Tの 提 供 範囲を限 定することで、将
来的成長計 画を容 易にすることができます。

高品質データのための一元化システム

給与計算、実働時間、勤怠管理といった社内プ
ロセスの合理化には一元管理システムが有効で
す。複数のソースから取り込まれたデータを同じフ
ォーマットに標準化することで、レポーティングを
容易にし、データサイロを排除し、グローバルな可
視化でビジネス全体を連携させることができます。

人件費削減によるROI向上

グローバルな可視化を通じて、リアルタイムで
人件 費削 減を実 現します。勤怠管 理と給 与
計算をひとつのソリューションにまとめること
で、給与計算のミスを削減し、残業代を管理
し、余剰人員や出勤記録の間違いに関連する
勤怠管理 業務を合 理化することができます。

ガバナンス管理体制の構築によるコンプライアン
ス維持

設定可能なソリューションを活用することで、国
独自の 法 令 から企 業 方 針 に 至るまで、ビジ
ネスで適 用されるコンプライアンス要件を管
理することができます。これにより、複 雑 で
絶えず 変化し続ける要 件でも、大 幅な追 加
業務なしで簡単に管理できるようになります。

従業員のための直感的なひとつのユーザー・エク
スペリエンス

組織は、従業員が労働時間、給与、および福
利厚生のデータをいつでも一カ所で管理できる
ように、モバイルアクセスの構築を可能とするベ
ンダーを選定する必要があります。また、ひとつ
のプラットフォームを採用することで、習熟曲線
も緩やかで、ユーザー利用の拡大が可能です。
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統合システムは、企業にとり最適なソリューションとなりうる
でしょうか？

複数ベンダーの設定とひとつのグローバルソリューションとの比較

複数のローカルベンダーの組み合わせではなく、ベンダー1社と連携することで、グローバルなオペレーション
にどのようなプラスの影響があるのかを考えてみましょう。

複数のローカルベンダー
ワンシステムの
グローバルソリューション

統合力

組 織 で は 、給 与 計 算 を 一 連
の 別 々の シ ス テ ムで 運 用し
ています 。ベンダ ー 間 のコミ
ュニ ケ ーション は なく、デ ー
タ ア ク セ ス も 限 定 的 で す 。

1つの 契 約で 1つのクラウドベ
ースのソリューションが 構 築さ
れ 、どこからでもアクセス 可 能
です。新拠点からも迅速にシス
テムに追加接続でき、データは
拠 点 間 で アクセス 可 能 で す 。

レポーティング
給与計算データが様々なフォー
マットで取り込まれるため、社内
でデータの調整や標準化に時
間を費やさなければなりません。

すべての 従 業 員 デ ータがワン
シス テ ムで 取 得され るた め 、
レポーティング の 正 確 性 が 増
し、グローバルビューの編 集に
要 する時 間も 短 縮され ます 。

コンプライアンス 

企業の上層部は、各地域の最新
のコンプライアンス要件につい
て、ローカルベンダーの知見に
依存しています。これでは、組織
のリスクが高まり、意思決定も
遅くなってしまいます。 

企業の上層部は日常業務をグ
ローバルに可視化することで、
コンプライアンスを維 持し、デ
ータに基づ いた意 思 決 定を行
うことができるようになります。

ユーザー・エクス
ペリエンス

異なるシステム間でギャップ
を埋めながらデータを転送す
る必 要があるため、非 効 率で
事務的なミスも発生しがちで
す。複数のシステムを使いこな
せるようになるまでの 習 熟 曲
線 は急 勾 配 になりがちです。

上 層 部リー ダ ー お よび 従 業 員
ともに 給 与 計 算 、実 労 働 時 間 、
勤 怠 の すべての 項 目 にお いて、
一 貫した ユ ー ザ ー・エクス ペリ
エン ス を 得 ることが で きます 。
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社内の主要な意思決定者か
ら賛同を得るために

ここまでの調査を経て、導入候補となるベンダーを
絞り込みました。次は、社内の担当チームにも意見
を聞いていきましょう。

この段階は、新しい給与計算ソリューションの
価値を強調するチャンスです。時間とコストの
削減の可能性が見えてきました。今こそ、購
買チーム全 体が同じように熱意をもって取り
組めるように、社内で売り込みを図る時です。

以 下のようなヒントが 、給 与 計 算 テクノロ
ジー を 選 択 する 際 に 役 立 つことでしょう。

社内に切迫感を伝える

グローバルな給与計算ソリューションを導入
することは 、長 期 的なメリットをもたらしま
すが、その価値を示すには、当初は時間がか
かるかもしれません。そこで、貴社が現在抱
えている主な問題点を提示し、それがソリュー
ションによって解決されることを示す必要が
あります。切迫感を与えることで、経営陣は今
すぐ対応しようという気持ちになるはずです。

データ主導の意思決定

データを活用することは、近年急速に新しい
テクノロジーを導入する際のセールスポイント
になりつつあります。新しいソリューションの
価 値を、確 かな数 字で 経営陣に証 明しまし
ょう。データを揃えることで、組 織の現在の
プロセスやレポーティング 状 況を示し、この
新しいソリューションが 組 織 戦 略をどのよう
に改善できるかを示すことができるのです。

企業目標に結びつける

より大きな視野で考えてみましょう。グローバ
ルな給与計算システムを導入することは、組
織のより大きな目標にどのように貢献するの
でしょうか。生 産 性の向 上 、全 世界 の 従 業
員の可視 性の向上、そして収 益 増 加の 機 会
など、人事以 外の分 野でこのテクノロジーが
どのような恩恵をもたらすかを示しましょう。

詳細な計画を立案

新しいプロセスがどのようなものか、必要な機
能は何か、そのソリューションが最終 的な解
決に役立つ問 題は何かを、時間をかけて緻
密にまとめてください。こうして立てた計 画
は、示したビジョンの現実的なタイムラインを
他の人が理解するのに役立ち、さらにフィード
バックを得る際の場ときっかけともなります。

将来を見据える

貴社は今後どのように展開していくのでしょう
か？現在のインフラやプロセスは、会社の成長
に合わせて対応できていますか？グローバル企
業が新しいテクノロジーの導入を検討する際に
最も重視する点は拡張性と将来の成長に役立つ
かどうかです。現在、どのようなグローバルプロセ
スが標準化され、全社的な効率に寄与している
かを検証することに注意を払いましょう。 

次のステップへのコミットメント

賛同が得られ始めたら、経営陣全体にその動
きを広めていくようにします。導入に向けての
道のりや、新しいソリューションの進捗状況に
ついて、引き続き社内で報告し続けます。そうす
ることで、適切な人材とテクノロジーに信頼を
置いていることを再認識させることができます。



意思決定に際して

ベンダーへの最終的な質問

こ のソリュー シ ョン の 差 別 化 ポ イント は
何 で すか？C e r i d i a n の 回 答 はこちらで す。

給与計算の改革

セリディアンは、お客様からのフィードバックに基
づき、給与計算エクスペリエンスのイノベーショ
ンに継続的に取り組んでいます。こうしたイノベ
ーションは各企業、給与計算担当者、そして従業
員に有用な恩恵をもたらします。コスト削減に加
え、人材獲得の支援、従業員のエンゲージメント
の醸成、定着率の向上、さらにオペレーション上
のインサイトと効率化を推進することも可能です。

真のワンシステム

Day fo rceは、給与計算と勤怠管理をひとつ
のアプリケーション で 完 結させることが で
きます。データの移 動 が 不 要な 統 合 データ
アーキテクチャを採 用し、統 合されたレポー
ティングを可能にする業界唯一のベンダーで
す。信頼性の高いワンシステム化された各 機
能を活用することで、全世界の従業員に関する
最新のデータにアクセスすることができます。

効率改善と正確性 

Dayforce はデータを絶えず計算し、更新し続
けるため、給与計算、勤怠、および人事記録がリ
アルタイムで更新され、反映されます。また、給与
計算サイクルを通じていつでもデータを監査・検
証できるため、より効率的で正確な給与計算が
可能になります。また、クラウド型なので、どこに
いても給与計算業務を処理することができます。

外資系に強み（英語対応）

セリディアンは米国、英国、カナダ、オーストラリ
ア、そしてドイツにオフィスを構えており、さらに拡
大し続けています。当社のお客様は、各地域の給
与計算結果をグロスでもネットでもインタラクティ
ブに可視化することができ、80カ国以上の給与計
算を巡る状況を把握することができます。地域や
業種を問わず、セリディアンは5,000社に及ぶお客
様との知見も活用し、職場におけるインテリジェ
ンスを推進しています。また、お客様の事業国ごと
の全体像も把握し、結果を提供します。 

戦略的パートナー

セリディアンは、ビジネスのあらゆる側面で価
値を創り出していくため、お客様の各チームと
共に歩んでいくパートナーでもあります。私たち
は、グローバルビジネスの構築における課題を
見出し、お客様が正しい道筋を見出すための専
門知識も有しています。グローバルな給与計算
ソリューションにより、グローバルなセンター・オ
ブ・エクセレンスに加え、複数の事業管轄地域
にまたがる共有サービスの実現も支援します。

未来志向

複合的な業務で煩雑になる必要はありません。セ
リディアンは、刻 と々変化するビジネスの世界で
従業員の日常業務のエクスペリエンスをより優
れたものにするために、お客様の各従業員を念
頭に置きながら各ソリューションを設計・構築
しています。私たちのビジョンは、組織が人材に
関するより戦略的でデータ主導型の意思決定を
行い、次に来るどんなことにも対応できる人材の
育成を支援したいという思いに立脚しています。
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「28 カ国で大規模に導
入するという当社の方針
を持ちかけた時、セリディ
アンチームだけは皆、それ
を平然と受け止めてくれま
した。担当してくれたチー
ムは、私たちが達成しよう
としていることに迅速か
つ柔軟に対応してくれまし
た。」

エッセントラ社（ESSENTRA）
レイチェル・マンドレー（RACHEL MANDLEY）氏
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セリディアンは、世界中の企業が人材を惹
きつけ、育成し、管理し、そして給与計算に
活用できるイノベーティブなテクノロジー
を生み出しています。各賞を受賞した実績
に富むDayforceソリューションは、お客様
のコンプライアンス管理、より良い意思決
定、優れたチーム作り、そして従業員との
エンゲージメント推進を支援します。セリ
ディアンは、あらゆる規模の企業や組織に
対応したソリューションを提供しています。
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